
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１．漁場生産力・水産多面的機能強化対策事業

漁業者等が行う、水産業・漁村の多面的機能の強化に資する以下の取組を
支援します。
① 環境・生態系保全
漁場生産力の強化に資する藻場の保全活動（ウニ・食害魚等の駆除、

海藻種苗の投入、藻場を保護する区域の設定）や干潟等の保全活動を
重点的に支援します。
② 海の安全確保
藻場等の海洋環境の変化を早期に捉えながら行う国境・水域の監視、海の

監視ネットワーク強化、海難救助訓練等を支援します。
※ 上記①及び②に併せて実施する多面的機能の国民に対する理解の増進を
図る活動組織を支援します。

２．漁場生産力・水産多面的機能強化対策支援事業
漁業者等が行う環境・生態系保全の活動の評価・検証、技術的な課題に対
する助言・指導及び効果的な活動の全国展開等に取り組みます。

３．藻場保全活動の実効性向上のための調査・技術開発事業
海水温上昇に対応した新たな藻場回復手法の技術開発とその実証に取り
組みます。

98 漁場生産力・水産多面的機能強化対策事業

＜対策のポイント＞
新たに気候変動・環境変化による藻場の減少等に対応するため、漁場生産力の回復・強化やブルーカーボンの推進の観点を踏まえ、漁業者等が行う藻場
等の保全活動を重点的に支援します。また、モニタリングの強化、専門家の指導等とともに、新たな手法の開発・実証により活動の実効性を確保します。

＜事業目標＞
○ 環境・生態系の維持・回復（対象水域での生物量を20％増加［令和11年度まで］）
○ 藻場の保全対策を強化（藻場の保全面積 6,200ha［令和11年度まで］）

定額

＜事業の流れ＞
定額（１/２相当）

定額 定額、1/2
地域協議会（県・市・漁協等）

活動組織

藻場保全のためのウニ駆除

地域協議会（県・市・漁協等）

令和８年度予算概算要求額 3,000百万円（前年度 1,366百万円）

委託
民間団体等

※ 資機材の整備は1/2
国

（２、３の事業）

【主な拡充のポイント】
近年の海洋環境の変化を踏まえて、［１-① 環境・生態系保全］は以下の(1)～

(3)のとおり拡充するほか、［３ 調査・技術開発事業］を追加し、保全活動を強化
(1) 広域化等の要件を満たす活動組織の交付額の上限を引き上げ
(2) 栄養塩供給を目的とした取組促進のための実効性確保
 （都道府県と連携した栄養塩供給の効果確認を要件化）

(3) 内水面における河床耕うん等の活動メニューを追加（1の②の事業）

（1の①の事業）

ヨシ帯の保全 災害時の流木の回収等

海藻種苗の投入

水草の除去 海洋環境と水域等の監視

囲い網による保護区化 干潟の耕うん

活動組織

［お問い合わせ先］（1、2の事業）水産庁防災漁村課（03-3501-3082）
（３の事業） 事業課（03-6744-7137）
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